
● 1 ●　県老連だより

発行　2021.3

　　　会長　木　下　治　紀
〒840-0804 佐賀県佐賀市神野東二丁目６番１号

（佐賀県在宅生活サポートセンター）
TEL（0952）33-3520

542021 号

県老連だより

佐
賀
市　

髙
津
万
亀
代

　

最
近
、
友
人
と
会
う
度
に
コ
ロ
ナ
の
話
ば

か
り
で
す
。
流
行
感
染
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

各
行
事
は
中
止
、
自
粛
。
そ
ん
な
中
で
何
か

出
来
る
事
を
考
え
ま
し
た
。
折
り
紙
を
折
り

校
区
例
会
時
に
笑
顔
と
一
緒
に
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
、
女
性
部
役
員
さ
ん
達
に
毎

月
お
配
り
す
る
事
で
し
た
。
４
月
は
折
鶴
の

箸
袋
、
6
月
ア
ン
ブ
レ
ラ
、
10
月
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
を
入
れ
た
玉
手
箱
等
々
。
と
て
も
楽

し
い
で
す
よ
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
か
ら

会
員
の
皆
さ
ん
へ
励
ま
し
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

佐
賀
市　

時
尾
久
美
子

　

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
日
々
を
慈
し

み
健
康
で
安
全
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
仲
間
と
一
緒
だ
か
ら
大
丈
夫
。
明
日

へ
の
希
望
を
持
っ
て
活
動
致
し
ま
す
。

唐
津
市　

中
島　

順
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
第
3

波
」
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
様
化
し
、
放
置
す
れ

ば
急
速
な
感
染
拡
大
の
可
能
性
あ
る
と
、
対

策
強
化
を
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
、コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る
こ
と
な
く
「
三
蜜
」

を
守
り
、
100
歳
を
目
標
に
、
元
気
な
老
人
会

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

鳥
栖
市　

長
野　

敏
子

　

ま
だ
ま
だ
佐
賀
県
も
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
が
、
活
動
自
粛
で
家

の
中
に
引
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
、
自
分
に
出

来
る
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
健
康

を
維
持
し
つ
つ
、
皆
様
と
笑
顔
で
語
り
あ
え

る
日
が
早
く
来
る
事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

鳥
栖
市　

大
島　

清
子

　

コ
ロ
ナ
が
い
つ
終
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

少
し
ず
つ
外
へ
出
る
様
に
心
が
け
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
と
カ
ラ
オ

ケ
と
頑
張
り
か
け
た
折
、又
、第
3
波
が
や
っ

て
来
た
。
け
れ
ど
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
て
い

く
よ
う
努
力
し
よ
う
。
頑
張
ろ
う
！

多
久
市　

本
村　

則
子

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
が
各
行
政
区
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
百
歳
ま
で
生
き
た
い
と
言

う
こ
と
を
目
標
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

体
操
は
三
十
分
ほ
ど
で
終
わ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
は
世
間
話
や
料
理
、
漬
物
の
漬
け
方
な

ど
先
輩
の
方
が
教
え
て
下
さ
い
ま
す
。「
今

日
よ
り
明
日
へ
」
と
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

多
久
市　

坂
口　

康
子

戦
後
70
年
を
過
ぎ
ふ
り
返
り
考
え
た
時
、

今
95
才
を
過
ぎ
た
方
々
は
、
戦
後
の
日
本
を

支
え
頑
張
っ
て
今
の
平
和
な
時
代
を
作
っ
て

下
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
ご

苦
労
に
感
謝
し
、
若
い
人
達
を
信
じ
、
優

し
い
気
持
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。伊

万
里
市　

井
手
口
ミ
サ
ヲ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
私
た
ち

老
人
会
は
体
力
を
し
っ
か
り
つ
け
て
予
防
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
年
を
と
る
と
ど
う
し
て

も
家
庭
に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
週

に
一
度
の
百
歳
体
操
、
月
に
一
度
の
サ
ロ
ン

を
通
し
て
皆
様
と
の
交
流
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。

伊
万
里
市　

川
久
保
正
子

　

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
、
カ
ラ
オ
ケ
、
芸

能
が
中
止
に
な
り
皆
様
、
残
念
で
し
た
ね
。

日
々
の
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
又
、
笑
顔
で

再
会
で
き
る
日
ま
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
今
は
、
各
町
出
来
る
事
を
全
力
で
活
動

に
参
加
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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鹿
島
市　

野
中
ヤ
ス
エ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
自
粛
で
何

で
も
思
い
通
り
出
来
な
い
と
言
わ
な

い
で
、
家
庭
菜
園
や
特
技
を
発
揮
し

物
作
り
を
し
た
り
、
貴
女
の
趣
味
を

生
か
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
負
け
た
ら

い
け
ま
せ
ん
。
前
向
き
に
何
か
出
来

る
事
か
ら
明
る
く
楽
し
く
や
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。小

城
市　

田
中
由
美
子

　

コ
ロ
ナ
禍
と
向
き
合
い
乍
ら
、
毎

月
の
定
例
会
は
中
止
と
な
っ
て
ま
し

た
が
、
９
月
下
旬
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
福
祉
大
会
を
午
前
中
の
み
で
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
無
事
に

行
事
を
終
え
楽
し
い
ふ
れ
合
い
が
持

て
ま
し
た
。
現
在
、
百
歳
体
操
を
週

1
回
検
討
し
て
ま
す
。

小
城
市　

山
東　

信
子

　

研
修
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
熱
心

で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
は
老

人
会
の
会
合
も
な
く
ひ
と
月
が
早
く

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
今
日
の
学
び
を

老
人
会
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

嬉
野
市　

田
中　

初
江

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
老
人
会
の
活
動

も
思
う
よ
う
に
出
来
な
く
て
Ｇ
Ｇ
だ

け
は
毎
週
練
習
試
合
と
、
男
女
共
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
社
協
の
車
を
予

約
し
て
一
月
三
社
参
り
、
春
は
花
見
、

秋
は
紅
葉
見
学
を
予
定
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

嬉
野
市　

緒
方　

典
子

　

第
二
波
、
第
三
波
ま
だ
ま
だ
よ
せ

て
来
る
の
か
ウ
イ
ル
ス
の
根
強
さ
が

世
界
中
を
狙
う
。
人
は
負
け
て
は
な

ら
ぬ
強
い
体
力
づ
く
り
。
コ
ロ
ナ
予

防
に
励
も
う
。
ク
ラ
ス
タ
ー
は
怖
い
。

弱
い
老
人
に
び
び
る
。
家
族
が
困
る
。

人
の
命
、
今
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ

に
感
謝
。

吉
野
ヶ
里
町　

中
島
登
美
子

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
終
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
日
本
中
で
、
世
界
中
で
い

ま
だ
収
束
の
兆
し
も
見
え
な
い
困
難

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
わ
が

吉
野
ヶ
里
老
人
ク
ラ
ブ
も
感
染
防
止

の
為
、
い
つ
も
の
活
動
も
中
止
・
延

期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
女
性
部
活
動
は
比
較
的
に

元
気
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
感
染
対
策
を
取
っ
た
上
で
。

吉
野
ヶ
里
町　

森
園　

光
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
様
に
、
最
近
は
朝
早
く
起
き
、
寒

い
中
、
近
く
の
公
園
へ
行
き
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
二
三
回
廻
り
友
達
も
出
来

ま
し
た
。
私
も
ラ
ジ
オ
持
参
で
体
操

第
一
・
二
を
行
い
終
っ
た
頃
に
東
の

方
か
ら
真
っ
赤
な
太
陽
が
出
ま
す
。

こ
ん
も
り
し
た
山
の
上
で
手
を
合
わ

せ
、
今
日
も
一
日
元
気
で
過
ご
せ
る

様
に
と
願
い
、
楽
し
く
暮
ら
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

鹿
島
市　

中
島
ス
ミ
エ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
の
中
が
一
変

し
、
自
粛
要
請
で
悶
々
と
過
ご
し
て

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
時
こ

そ
三
密
を
避
け
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
足
腰
を
鍛

え
、
趣
味
を
生
か
し
、
困
難
に
打
ち

勝
つ
よ
う
、
女
性
パ
ワ
ー
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
‼

み
や
き
町　

松
永　

智
子

　

コ
ロ
ナ
禍
で
政
府
は
「
デ
ジ
タ
ル

庁
」
新
設
に
向
け
て
動
き
出
し
、
社

会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
達
シ
ニ
ア
世
代
に
も
デ
ジ
タ

ル
化
の
波
は
押
し
寄
せ
て
お
り
、
75

歳
を
過
ぎ
ス
マ
ホ
に
切
り
替
え
、
操

作
に
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
す
が
、
慣

れ
る
と
便
利
な
道
具
で
す
。
年
を

取
っ
て
も
社
会
の
変
化
を
楽
し
み
に

日
々
挑
戦
し
、
人
生
を
謳
歌
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
と
、
考
え
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。み

や
き
町　

平
野　

龍
子

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
自
粛
が
続
く

中
、
会
員
の
皆
様
も
不
安
な
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
私

達
も
三
密
を
避
け
、
少
し
ず
つ
行
事

も
始
め
て
い
ま
す
。
皆
様
も
コ
ロ
ナ

を
恐
れ
ず
笑
顔
で
自
分
の
楽
し
み
を

見
つ
け
て
下
さ
い
。
又
、
き
っ
と
お

会
い
出
来
る
日
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

玄
海
町　

渡
邊
サ
ツ
キ

　

外
津
老
人
ク
ラ
ブ
で
生
き
生
き
体

操
を
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
２
ヶ
月
に

入
っ
た
位
で
す
。
毎
週
木
曜
日
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
頑

張
っ
て
長
く
続
く
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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玄
海
町　

谷
丸　

数
子

　

月
１
回
寿
教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
地
区
で
週

２
回
の
練
習
。
友
愛
活
動
月
１
回
訪

問
。
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
地
区
公

民
館
で
１
週
間
に
１
回
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

有
田
町　

岩
永　

愛
子

　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
を
し
っ
か
り
行

い
、
健
康
講
座
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

開
催
。
コ
ロ
ナ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な

い
た
め
、
基
礎
体
力
は
絶
対
重
要
で

す
。
運
動
の
後
の
み
ん
な
の
笑
顔
は

最
高
。
今
後
も
文
殊
の
知
恵
で
、
文

化
や
歴
史
を
辿
り
、
活
動
の
礎
に
し

た
い
。

江
北
町　

田
中
ア
サ
子

　

世
の
中
は
コ
ロ
ナ
の
恐
怖
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
佐
賀
は
何
と
な

く
平
穏
で
す
が
、
油
断
禁
物
。
自
分

の
事
は
自
分
で
守
り
、
皆
で
協
力
し
、

独
居
さ
ん
を
守
り
、
週
に
１
度
の
百

歳
体
操
、
月
々
の
サ
ロ
ン
、
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
体
操
で
元
気
に
楽
し
い
日
々

を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

白
石
町　

藤
武　

和
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
中
に
拡
大
し
、
日
本
中
も
想
像

も
出
来
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

町
老
連
の
活
動
も
出
来
ず
本
部
の
合

同
会
議
、
各
部
の
理
事
会
だ
け
で
各

支
部
の
例
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ

ナ
を
恐
れ
ず
笑
顔
で
元
気
な
高
齢
者

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

白
石
町　

小
川　

政
代

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
３
月
か
ら
各
単

位
ク
ラ
ブ
も
例
会
が
出
来
ず
皆
さ
ん

の
元
気
な
姿
も
見
ら
れ
な
い
で
い
ま

す
。
白
石
で
も
感
染
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
も
い
ま
す
の
で
、
特
に
日
々
の

健
康
に
気
を
つ
け
て
頂
き
、
会
員
の

方
々
と
笑
顔
で
再
会
出
来
る
日
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

太
良
町　

中
溝
美
代
子

　

女
性
部
会
員
の
皆
さ
ん
、
日
頃
か

ら
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

何
と
申
し
ま
し
て
も
、
参
加
す
る
事

が
活
動
の
第
１
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
残
さ
れ
た
人
生
に
感
謝
し

な
が
ら
活
動
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　各市町老連女性リーダーの方々から励ましのメッセージをいただきました。温かいお
言葉ありがとうございました。文字数の都合にて、事務局で編集をさせていただいた部
分があります。ご了承の程よろしくお願いします。
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令
和
２
年
12
月
１
日
、
佐
賀
県
在
宅
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
館
研
修
室
に
て
、

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
式
・
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
佐
賀
県
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
で
表
彰
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
開
催
中
止

と
な
り
、
当
館
に
お
い
て
表
彰
式
の
み
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
２
年
度　

表
彰
者
の
紹
介

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

・
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰
（
11
名
）

　

前
佐
賀
市
老
連
理
事 

川
副　

幹
郎

　

前
佐
賀
市
老
連
理
事 

角
田　

研
三

　

唐
津
市
唐
房
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

 

栗
山　
　

隆

　
唐
津
市
全
相
知
支
部
中
央
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

 

峰　
　

昌
幹

　

伊
万
里
市
老
連
会
長 

中
島　
　

馨

　

伊
万
里
市
老
連
理
事 

山
下　

美
直

　

伊
万
里
市
前
大
坪
町
大
昭
会
会
長

 

津
上　

昌
三

　

鹿
島
市
前
浜
町
第
一
福
寿
会
会
長

 

中
島　
　

宏

　

前
神
埼
市
老
連
会
長 

古
賀　

俊
弘

　

大
町
町
昭
和
通
り
地
区
会
長 

市
丸　

孝
行

　

大
町
町
恵
美
須
町
地
区
会
長 

森　
　
　

勇 

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
（
１
団
体
）

　

多
久
市
南
多
久
老
人
ク
ラ
ブ

 

会
長　

野
口　

昌
英

・
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
２
名
）

　

佐
賀
市
神
野
校
区
老
連
経
理
部
長

 

渡
辺　

景
子

　

多
久
市
前
西
多
久
老
連
書
記 

田
代　
　

進

・
感
謝
状
（
３
名
）

　

前
佐
賀
県
老
連
副
会
長 

久
野　

絹
子

　

前
佐
賀
県
老
連
副
会
長 

古
賀　

俊
弘

　

前
佐
賀
県
老
連
副
会
長 

髙
松　

昭
三

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

・
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰
（
２
名
）

　

前
唐
津
市
老
連
理
事 

内
田　

泰
久

　

前
み
や
き
町
老
連
理
事 

平
井
ヤ
ス
子

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
（
１
団
体
）

　

鳥
栖
市
三
島
町
長
寿
会

 

会
長　

原　
　

武
嗣

　

各
表
彰
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

受賞者のみなさん
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佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
式
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
式
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令和２年度　佐賀県老連女性リーダー研修会

　令和 2年 11 月 11 日、さがサポセンターいきいき館（佐賀市）において、
女性リーダーの資質向上をめざし研修会を開催しました。
　今年度は新型コロナ感染症拡大防止のため、市町老連の代表各 2名
の参加で県内の女性リーダー 37 名の参加となりました。
　初めに木下県会長の挨拶に続き、新しく就任された髙津県女性委員
長の挨拶がありました。
　次に、前気象庁佐賀気象台長・県地域防災支援アドバイザー溝上良
雄氏から「～激甚化する気象災害から命を守るために～」の演題で講
演をいただきました。
　近年は毎年各地で集中豪雨が発生しており「局地化」「集中化」「激
甚化」の傾向で、今後ますます大雨の回数も増え、気温上昇、猛暑日 ( 気
温 35℃以上 ) も増えるとの予測でした。
気象災害から身を守るためには、敵を知るということで
　１　自然災害を知る（どのように起こるか、過去の災害）
　２　防災情報を知る（どんなものがあるか、どう使えばよいか、どう入手するか）
　３　災害の危険と身を守る方法を知る（災害危険区域：ハザードマップ等、危険回避方法：避難等）
　また、避難するときは明るいうちにということです。暗くなってからは危険度が増して
しまいます。災害は「まさか」ではなく「いつか」起きる、「自分は大丈夫」と都合のい
いように考えないことが大事と心に刻むことができた有意義な講演となりました。
　午後からは、午前中の講演を受け防災に関して、避難時の対応や備え等について意見交
換をしました。避難時は車ではなく歩いての移動になるので足腰を鍛えることが重要であ
る、と高齢者ならではの意見には一同大いに頷いたものです。
　最後に、すべての各市町老連から活動の取り組みについて発表をいただきました。9月
頃から事業を再開した老連が多かったようですが、コロナ対策にも配慮し活動をされてい
ます。
・縮小型での事業実施、出前講座の利用、研修会の開催、他町女性部と交流会
・手芸（マスコット、バック等）、手作りマスク、交通安全マスコットの作成
・100 歳体操、ウォーキング、歩こう会、グラウンドゴルフ大会の開催
・小学生との昔遊び、しめ縄作り
・環境美化活動（花植え等）
　なお、当日参加者の皆さんから活動状況等メッセージをいただきましたので、１ページ
に掲載しております。
　女性部の皆さんも、魅力ある活動をめざして実
践していらっしゃいます。自粛の日々を思うとこ
のように活動できることは嬉しいことですね。ま
だまだ制約はありますがどうぞコロナを憂い後ろ
向きになるのではなく、できることに目を向けて
前向きな気持ちで一緒に頑張りましょう。

髙津女性委員長

講師　溝上良雄氏
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令和３年度　収支予算書

科　　　　　　目 予　算　額
Ⅰ　正味財産増減の部
  １　経常増減の部
　⑴　経常収益
　　　基本財産、特定資産運用益 1,000
　　　分担金 6,396,000
　　　事業収益 1,280,000
　　　受取補助金等 8,750,000
　　　受取寄付金 3,000
　　　雑収益 66,000

経常収益計 16,496,000
　⑵　経常費用
　　　実施事業（事業費） 18,130,000
　　　　健康保持増進事業 807,000
　　　　高齢者相互支援推進啓発事業 10,023,000
　　　　リーダ養成事業 4,585,000
　　　　育成指導普及事業 2,098,000
　　　　九州ブロック事業 617,000

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで （単位：円）

（正味財産増減ベースを簡略）

科　　　　　　目 予　算　額
　　　法人会計（管理費）
　　　　法人運営等 2,447,000

経常費用計 20,577,000
当期経常増減額 △ 4,081,000

  ２　経常外増減の部
　⑴　経常外収益 0
　⑵　経常外費用 0

当期経常外増減額 0
　　　他会計振替額（他会計繰入、他会計繰出） 0

当期一般正味財産増減額 △ 4,081,000
一般正味財産期首残高 21,946,000
一般正味財産期末残高 17,865,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　受取負担金（九州ブロック積立金） 196,000

当期指定正味財産増減額 196,000
指定正味財産期首残高 646,000
指定正味財産期末残高 842,000

Ⅲ　正味財産期末残高 18,707,000

もめん豆腐…1/8丁
（小分けパック１パック）
カットわかめ…一つまみ
トマト…1/4個
きゅうり…1/3本
ドレッシング（ごま）…大さじ１

ドレッシングはごま
ドレッシングの他に、
お手持ちのものを利
用してください。ポ
ン酢でもおいしいで

す。みず菜やとろろこんぶなども利用し
てみてください。豆腐は１人分は小分け
パックを利用すると便利です。

１　豆腐は一口大に切ります。
２　わかめは水に戻してさっと

熱湯をかけます。
３　トマトときゅうりはうす切

りにします。
４　材料を全部器に盛って、ド

レッシングをかけます。

材料
（１人分）

作り方
豆腐サラダ

栄養士
から

かばいやさしか手料理
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令和２年度 養成講座開催
　高齢者訪問支援活動推進員養成講座は、県老連と佐賀県在宅生活サポートセンターと
の共催で毎年開催しています。
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響で６月、7月の研修を延期し、９月か
ら開催しました。研修室の入室制限により人数を 40 名とし、計５回の講座を実施しま
した。今年度は156名の会員（ボランティアヘルパー）が講座に参加していただきました。
　令和２年度の講座の内容は次の通りでした。

１．開会
２．在宅生活サポートセンター紹介
　　　（センター施設、展示室、バリアフリー住宅の見学、介護技術等）
　　　（昼食、休憩）
３．友愛活動に関する講座「悪質商法の手口とその対処法」
　　　講師　消費生活相談員の会さが　原　まさ代氏
４．友愛活動に関する講座「糖尿病と高血圧」
　　　講師　株式会社ミズ　勅使川原　典之氏
５．閉会

　午前はバリアフリー住宅の見学、介護技術の実践等を体験していただきました。午後
の「悪質商法の手口とその対処法」の講座では、新しい詐欺の手口を教えていただき、
参加者の皆様は詐欺にあわないよう熱心に聞いてありました。
　また「糖尿病と高血圧」の講座では、新型コロナウイルス感染症の影響でリモートに
よる講座を実施しましが２回目からは通常の講座に戻しました。講師には画像の中より、
直接会場で説明していただいた方が皆さん理解しやすそうに感じられたようです。

リモートによる講座の様子
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第 17回　佐賀県老人クラブグラウンド・ゴルフ大会
　令和２年10月27日（火）、第17回佐賀県老人クラブグラウンド・ゴルフ大会が佐賀
市民運動広場において開催されました。今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で
開催できるか心配されましたが、各市町老連、佐賀市グラウンド・ゴルフ協会のご協
力にて、無事に開催することができました。厚く御礼申し上げます。
　大会は木下治紀佐賀県老連会長の挨拶、白石町老連、林安男選手の力強い選手宣誓
で始まり、265人の選手の皆様が、秋晴れの下、マスク姿も何のその、楽しく、元気
に最後まで大会を盛り上げていただきました。79個のホールインワン賞がでました。
　各パートの10位までの表彰者は下記のとおりです。おめでとうございました。
　各パートの上位10名には賞状と賞品が贈られ、盛会のうちに閉会となりました。
　令和３年度は10月26日（火）、同場所で大会を実施いたします。選手の皆様、関係
者の皆様、来年も大会が盛り上がるようにご協力をお願いします。

赤パート

優　勝　寺町　　剛
準優勝　峰　　敏和
３　位　谷口　一男
４　位　梶原　靖則
５　位　北古賀利吉
６　位　桜木紀久雄
７　位　秋富　泰良
８　位　中島　秀利
９　位　吉川　公寿
10　位　横田　靖夫

緑パート

優　勝　小松　常利
準優勝　島　岐公雄
３　位　牛島キサエ
４　位　原　　　勝
５　位　西山　三郎
６　位　緒方　重威
７　位　平川　速男
８　位　野口　正凱
９　位　溝渕　末治
10　位　伊東　謙夫

各パートごと
の優勝者及び
10 位までの
成績

黄パート

優　勝　江口　藤男
準優勝　旭　　光信
３　位　古賀　久子
４　位　石橋　保彌
５　位　立部サトエ
６　位　前園　光子
７　位　長谷　　守
８　位　中島　文夫
９　位　樋渡　弘秋
10　位　片渕　　近
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参加クラブ数及び人員

市町老連名 クラブ数 人　員
佐 賀 市 269 7,681
唐 津 市 72 2,042
鳥 栖 市 36 703
多 久 市 9 430
伊万里市 24 1,349
武 雄 市 15 192
鹿 島 市 23 470

市町老連名 クラブ数 人　員
小 城 市 20 334
嬉 野 市 43 982
神 埼 市 30 200
吉野ヶ里町 16 284
上 峰 町 13 241
みやき町 43 922
玄 海 町 12 325

市町老連名 クラブ数 人　員
有 田 町 40 992
大 町 町 22 757
江 北 町 30 398
白 石 町 35 793
合 計 752 19,095

9月20日は全国一斉『社会奉仕の日』
全国三大運動　健康・友愛・奉仕

　老人クラブでは、老人週間を契機に毎年９月20日を全国一斉「社会奉仕の日」として、特
に地域の清掃美化活動、環境にやさしい活動に積極的に取り組んできました。
　今年は新型コロナ禍の中、感染防止対策を踏まえながら社会奉仕の日を中心に多くの会員
の皆様に参加いただきました。普段は見過ごされがちな道路や河川、公民館や神社境内のゴ
ミ拾い、除草、清掃、花壇整備などできれいになりました。
　今回、県内での参加は752クラブ、19,095名です。皆様、たいへんお疲れ様でした。

小城市老人クラブ連合会（自楽会）

伊万里市老人クラブ連合会

白石町老人クラブ連合会

佐賀市老人クラブ連合会
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会
長　

青
木　

昭
生

　

佐
賀
市
老
連
新
栄
校
区
老
連
は
、
校
区
老
連
独

自
の
取
組
と
し
て
、
幾
つ
か
の
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
毎
年
行
わ
れ
る
春

夏
秋
冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
子
ど
も
の
登

校
時
の
安
全
見
守
り
、
挨
拶
運
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
各
運
動
期
間
の
初
日
を
、
一
斉
立
ち
番
の
日

と
決
め
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
は
自
主
的
に
動
員
計
画

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ

新
栄
校
区

交
通
安
全
運
動
に
参
加期　間 一斉立番

期間中の
参加延べ
人数

春 4/16 ～ 25 4/16 137 人
夏 7/15 ～ 24 7/15 150 人
秋 9/21 ～ 30 9/23 103 人
冬 12/15 ～ 24 12/15 141 人

計 531 人

世
代
間
交
流

「
し
め
縄
作
り
と
も
ぐ
ら
打
ち
」

田
中　

俊
明

　

私
達
の
地
区
は
長
崎
街
道
沿
い
の
歴
史
の
町
で

江
北
町
観
音
下

老
人
ク
ラ
ブ

あ
り
、
二
千
年
と
も
言
わ
れ
る
大
楠
に
、
か
つ
て

奈
良
時
代
に
僧
行
基
が
彫
っ
た
と
い
わ
れ
る
馬
頭

観
音
を
あ
が
め
古
来
よ
り
交
通
安
全
、
人
馬
の
健

康
を
祈
る
祭
礼
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も

四
月
第
一
週
の
日
曜
日
に
は
馬
頭
観
音
祭
り
が
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
例
年
年
末
に
は
、

し
め
縄
を
つ
く
り
新
し
い
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、十
数
年
前
に
伝
統
行
事
「
も
ぐ
ら
打
ち
」

を
復
活
さ
せ
、
子
供
ク
ラ
ブ
で
毎
年
一
月
中
旬

に
、
家
々
を
回
り
軒
先
で
「
も
ぐ
ら
打
ち
」
の
歌

を
う
た
い
な
が
ら
竹
の
先
に
藁
を
巻
き
つ
け
土
を

叩
き
、
も
ぐ
ら
を
追
い
払
い
豊
作
祈
願
を
し
て
い

ま
す
。

　

し
め
縄
づ
く
り
も
作
り
手
が
高
齢
化
し
熟
練
者

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
数
年
前
よ
り

「
も
ぐ
ら
打
ち
」
の
道
具
づ
く
り
を
併
せ
て
や
る

こ
と
で
伝
統
の
継
承
と
若
い
世
代
と
の
交
流
の
一

石
二
鳥
を
狙
い
子
供
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
の
力
を
借

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
の
二

つ
の
伝
統
行
事
を
同
時
に
や
る
こ
と
に
加
え
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
子
供
ク
ラ
ブ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
日
は
寒
い
な
か
朝

早
く
か
ら
集
合
し
、
ま
ず
は
藁
打
ち
作
業
。
打
ち

あ
が
っ
た
藁
を
す
き
、
し
め
縄
、
も
ぐ
ら
打
ち
そ

れ
ぞ
れ
の
作
業
に
取
り
か
か
り
、
小
学
校
低
学
年

の
子
も
、
未
就
学
児
童
も
大
人
と
一
緒
に
作
業
し

を
立
て
、
各
地
区
の

通
学
路
や
交
差
点

で
、
見
守
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

期
間
中
、
出
来
る
範

囲
で
立
ち
番
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
期
間
中
延
べ
100

人
か
ら
150
人
規
模
で

運
動
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
小
学
校
か

ら
も
、
感
謝
の
こ
と

ば
を
戴
い
て
、
今
後

も
広
い
意
味
の
、
見

守
り
活
動
、
世
代
間

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
そ
し
て
こ

ど
も
の
安
全
・
安
心
・

防
犯
の
意
も
こ
め

て
、
続
け
て
行
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
、

４
回
の
実
績
は
表
の

通
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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ま
し
た
。
も
ぐ
ら
打
ち
の
方
は
早
々
と
終
わ
り
ま

し
た
。
し
め
縄
作
り
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
始
め
ま
し
た
が
、

二
本
目
・
三
本
目
の
し
め
縄
に
な
る
と
若
い
お
父

さ
ん
達
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、

子
供
達
も
し
め
縄
の
は
み
出
し
た
藁
を
は
さ
み
で

整
え
た
り
と
大
活
躍
。
作
業
終
了
後
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
子
供
ク
ラ
ブ
の
混
合

編
成
の
四
チ
ー
ム
で
対
抗
戦
、
狭
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
抱
え
き
れ
な
い
程
の
賞
品

を
貰
い
、
老
若
と
も
に
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

鹿
島
市
老
連会

長　

馬
場　

喜
彦

　

市
老
連
は
専
門
部
会
が
既
存
の
七
部
あ
り
、
そ

れ
に
加
え
令
和
元
年
会
長
、副
会
長
を
首
め
と
し
、

担
当
理
事
を
選
任
し
、
各
地
区
老
連
よ
り
２
名
を

専
門
部
員
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
女
性
部
長
を

中
心
に
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市
老
連
と

し
て
、
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
異
世
代
間
交
流
事

業
、
地
域
の
子
供
達
と
昔
遊
び
、
花
の
植
栽
、
七

夕
作
り
、
も
ち
つ
き
等
、
又
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
例

会
へ
の
お
誘
い
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ
の
参
加
、

料
理
教
室
の
参
加
を
促
し
、
健
康
増
進
と
介
護
予

防
を
目
的
と
し
て
活
動
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
取
り
組
ん
だ
の
は
令
和
２
年
度
か
ら
で

し
た
が
、
国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
発
生

し
、
地
方
迄
に
も
蔓
延
し
、
予
防
措
置
と
し
て
三

密
を
避
け
よ
う
と
言
わ
れ
、
実
際
に
各
種
事
業
、

例
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
旅
行
等
を
自
粛
と

の
事
で
活
動
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
単
位

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
、
終
わ
り
が
見
え
ず
皆
が
不

安
な
時
こ
そ
、
見
守
り
支
援
は
必
要
で
は
な
い
か

友
愛
活
動
の
取
組
み

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
を
充
分
に

取
り
な
が
ら
、
友
愛
活
動

は
続
け
な
く
て
は
と
の
思

い
で
、
地
域
の
元
気
な
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
必
要
と
さ
れ
る
方

へ
の
手
助
け
を
で
き
た
ら

と
単
位
ク
ラ
ブ
班
長
、
連

絡
員
が
各
行
事
へ
の
参
加

の
呼
び
か
け
、
安
否
の
確

認
を
電
話
又
は
訪
問
等
に
て
見
守
り
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
後
半
に
は
今
ま
で
の
活

動
状
況
等
を
市
内
地
区
単
位
で
近
況
報
告
書
を
持

ち
寄
り
、
実
際
の
活
動
状
況
の
把
握
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
か
等
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
お
互
い

に
意
見
交
換
し
、
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
独

居
老
人
の
方
へ
の
声
掛
け
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ
出

し
が
で
き
な
い
方
か
ら
頼
ま
れ
、
毎
回
ゴ
ミ
出
し

の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
活
動
の
大

切
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
市
老
連
も
社
会
福
祉
協
議
会
の
取

組
み
に
も
協
力
し
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
、
社
会
参
加
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
出
来

る
支
援
活
動
に
取
り
組
み
、
一
層
励
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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会
長　

塚
原　

輝
義

　

我
が
「
牛
津
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
は
、
昭

和
43
年
発
足
、
平
成
30
年
に
50
周
年
記
念
式
典
を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、

会
員
425
名
を
擁
し
て
お
り
、
主
な
事
業
内
容
は
老

人
大
学
、
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
花
づ

く
り
、
友
愛
ヘ
ル
プ
事
業
、
そ
れ
に
隔
年
毎
の
福

祉
大
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
老
人
大

学
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

開
催
場
所
は
、主
に
牛
津
公
民
館
ホ
ー
ル
に
て
、

コ
ロ
ナ
渦
の
中
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

図
り
な
が
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
毎
回
の
参
加

者
は
お
よ
そ
90
名
前
後
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
５
月
の
開
講
式
に
始
ま
り
、
４
月
と
９
月
を

除
い
た
、
年
間
10
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
５
月
の
開
講
式
に
は
、
地
元
江
里
口
秀
次

市
長
の
、
市
民
に
身
近
な
問
題
等
の
市
政
方
針
等

の
報
告
を
聞
き
、
日
々
の
知
識
習
得
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
６
月
に
は
地
元
県
会
議
員
に
よ
る
県
政

報
告
、
７
月
と
１
月
に
は
国
会
議
員
の
国
政
情
勢

　
　
　
　
　

切
通
支
部
『
ね
ん
り
ん
会
』

支
部
長　

橋
本　

文
則

　

会
員
四
十
八
名
の
平
均
年
齢
は
七
十
八
歳
で
す

が
、
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
会
員
の
健
康
増
進
、
地
区
の
神
社
、

ミ
ニ
花
園
、
集
会
所
周
辺
の
環
境
整
備
に
ク
ラ
ブ

牛
津
町
老
連

上
峰
町
老
連

老
人
大
学
に
つ
い
て

元
気
が
い
ち
ば
ん
か
い

の
講
話
を
聞
き
、
後
の
７
回
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
先
生
方
を
招
き
、
勉
強

し
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
の
11
月
に
は
、
元
佐

賀
女
子
短
期
大
学
教
授　

坂
本
一
恵
氏
の
一
般
講

座
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
〜
思
い
を
，
カ
タ
チ
，
に

す
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
づ
く
り
の
着
意
〜
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
余
生

を
ど
う
す
ご
し
て
い
く
か
生
き
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

基
本
と
し
た
老
人
大
学
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

知
育
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

会
員
一
致
団
結

し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
ね

ん
り
ん
会
」
は

健
康
長
寿
百
歳

を
目
指
し
て
、

六
月
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
お

招
き
し
【
元
気

が
い
ち
ば
ん
か

い
】
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
四
名

が
中
心
と
な
っ
て
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
、
佐
賀

弁
ラ
ジ
オ
体
操
を
月
三
回（
第
一
〜
第
三
木
曜
日
）

実
施
し
て
体
力
の
向
上
が
分
か
る
様
に
定
期
的
に

体
力
測
定
も
し
て
い
ま
す
。

　

集
会
所
近
く
の
県
道
沿
い
に
ミ
ニ
花
園
を
設
け

て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
花
を
植
栽
し
て
、
地
区

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
回
収
で
は
月
二
回
、
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
ま
で
ア
ル
ミ
缶
の
分
別
収
集
し
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ね
ん
り
ん
会
会
員
の
親

睦
を
深
め
る
秋
の
一
泊
旅
行
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
お
宮
行
事
の
一
環
と
し
て
、
し
め
縄
つ

く
り
の
伝
授
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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県老連ロゴマーク

幟
リーフレット（裏）

リーフレット（表）

　佐賀県老人クラブ連合会では、会員減少に対する方策として、2018年度・2019年度は活
動の様子を新聞紙上に掲載することを実施しました。今年度（2020年度）は新型コロナウ
イルス感染症の影響で活動が制限されていることを鑑み、会員募集の取り組みを強化する
ことにし、県老連ロゴマークを作成し、会員募集の幟、会員募集時のリーフレット、クリ
アファイルを作成し、各市町老人クラブ連合会に配布をしたところです。ぜひご活用され、
会員募集に取り組んでいただくようにお願いします。

クリアファイル

県老連からのお知らせ
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令和２年度　ＰＲ事業、幟活用時の写真

佐賀市老連

武雄市老連

吉野ヶ里町老連

有田町老連

伊万里市老連

鹿島市老連

上峰町老連 みやき町老連

大町町老連

武雄市老連

小城市老連

早速のご活用
ありがとう
ございます。
会員の皆様、

活動時には幟を立て、
ＰＲして

いただくように
お願いします。
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会員章を胸に活動の輪を広げて

会員章　１個 1,000円創立60周年記念会員章 １個1,000円

県老連事務局で取り扱っています予約受付しています

　老人クラブ会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示すシンボル。そして仲間、連携
のしるしです。あなたも会員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きながら、クラブ活動
を広げていきましょう。
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令和３年度　佐賀県老人クラブ指定旅館契約一覧

佐 賀 県

旅 館 初 音 荘
（嬉野市）

ひぜん祐徳温泉宝乃湯
（鹿島市）

伊万里温泉白磁乃湯
（伊万里市）

吉野ヶ里温泉卑弥呼乃湯
（上峰町）

大町温泉ひじり乃湯
（大町町）

お魚処玄海（玄海活魚㈱）
（呼子町）

福 岡 県

桑 之 屋
（うきは市）

原鶴グランドスカイホテル
（朝倉市）

か ん ぽ の 宿 柳 川
（柳川市）

虹の宿ホテル花景色
（うきは市）

長 崎 県 東洋九十九ベイホテル
（島原市）

長崎ブルースカイホテル
（長崎市）

熊 本 県 つ か さ の 湯
（玉名市）

佐賀県老連と契約されている各指定旅館は、新型コロナウイルス、自然災害等の中、いろいろ
と苦労され経営されています。旅行計画をされる場合は、ぜひ指定旅館をご活用されるように
お願いします。




